
令和 2年 10 月 13 日 

「建築物におけるシロアリの駆除及び予防方法」について 

特許を取得しました

シロアリ防除をはじめとした総合ハウスメンテナンスサービスを提供している株式会社ア

サンテ（本社：東京都新宿区、代表取締役社長：宮内 征、証券コード：6073）は、このたび、

建築物におけるシロアリの駆除及び予防方法についての特許を取得しました。 

【取得特許の概要】 

本特許の取得は、シロアリの防除施工において加害箇所からイエシロアリがいなくなる冬

場でも、翌年春まで持つことなく施工ができる駆除及び予防方法を開発したことによるもの

です。 

シロアリは木材中のセルロースを栄養源として、建築物の柱や土台などを食害することで

その強度を低下させます。日本で建築物に被害を与えるシロアリは 4 種いますが、中でも大

きく被害を与えているシロアリ種のほとんどが「ヤマトシロアリ」と「イエシロアリ」です。

これらは同じ地下シロアリですが生態は異なるため、近年は防除方法も異なります。 

ヤマトシロアリとイエシロアリの⽣態の⽐較
ヤマトシロアリ イエシロアリ

分布 北海道北部を除く⽇本全⼟。北限は北海道
名寄市。

北限は潮来。千葉県以⻄の海岸線に沿った
温暖な地域と南⻄諸島、⼩笠原諸島。

コロニーの⼤きさ 3万匹程度 10万匹〜30万匹、⼤きいものでは100万匹
加害習性など 湿潤な⽊材を好み、建物の下部材を主に加

害する。⾬もりがあると、⼩屋組材まで加
害することがある。刺激に敏感で臆病。加
害速度は⽐較的遅く、加害箇所が巣を兼ね
ている。

湿潤な⽊材だけでなく、被害は建物全体に
及ぶ。どう猛で加害速度は速く、被害は激
烈である。加害箇所とは別に巣を造る。



 

このうちイエシロアリに関しては、加害箇所とは別に巣を造るので液剤処理のみでは完全な

駆除が難しいことから、現在はベイト剤（毒餌）を巣に持ち帰らせて巣全体を撲滅させる「ベ

イト剤処理」と呼ばれる駆除方法が主流となっています。イエシロアリ防除施工では、まず

ベイト剤処理で 2カ月程度かけて「駆除施工」を行ない、次いで液剤処理により「予防施工」

を行なう方法が一般的です。しかし、ベイト剤処理では加害箇所でイエシロアリが活動して

いる必要があるため、加害箇所からイエシロアリがいなくなる冬場に被害を見つけた場合は、

翌年春までイエシロアリ防除施工を行なうことができません。さらに、冬場も加害箇所で活

動するヤマトシロアリも共存していた場合には、イエシロアリの施工を待っている間にヤマ

トシロアリの被害が進んでしまうという問題もありました。 

これに対して本発明では、当社の研究による知見に基づき、部分的な液剤処理とベイト剤

処理を同時に行なう方法でも、防除効果を発揮することを可能とします。これにより冬場に

おいても効果的な施工が可能となり、かつイエシロアリの駆除を待たずにヤマトシロアリの

駆除を完了することができるため、従来の問題点を解消します。 

アサンテではこれからも一軒一軒の家屋状況に適したシロアリ防除施工をお客様に提供で

きるよう、研究・開発を行なってまいります。 
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